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分野横断フォーラム型授業の実験（医療系、法政策系）

2

学部・大学を越えてネット上で学生間及び学外有識者の知見に触れ、チームで多面的に学びを協働し、問

題発見・課題解決力を訓練する授業モデルの可能性を研究するため、本協会学系別FD/ICT活用研究委員会

内の「医療系フォーラム型実験小委員会」、「法政策等フォーラム型実験小委員会」にて研究を行った2021

年度の活動を以下に報告する。

２－1　医療系分野
実験授業は、問題解決力養成を目的に、医療・福祉・栄養・情報コミュニケーション６分野の学生２グル

ープでZoomによるテレビ会議、LINEでの意見交換を通じて、｢コロナ禍時代の持続可能な医療･健康生活を

考える｣をテーマに、９月から11月に５回、17時以降に行い、多分野の視点を取り入れながら問題解決に取

り組む授業デザイン、授業環境、授業運営等の研究を以下の通り進めた。

１．授業の実施内容
（１）授業の構成

１回のネット授業は90分とした。グループにファシリテータ２名の教員を配置し、参加学生はネット

上のディスカッションに関するマナーを事前に学び、ネット授業期間中は学生用ネット会議室を自由に利

用できるようにした。

（２）授業の概要

＜第１回＞　テーマの認識

国内外での主なコロナ禍の社会現象と対策を調べ、どのような関係性が見られるか個別に整理した結

果を共有した上で、チームとして意見交流し、問題の範囲を大まかに整理する。（考察の結果は、PBL

プラットフォームで共有する）

＜第２回＞　問題発見、問題整理

感染症対策として有効であったと思われる点、有効性が不明確な点、対策がとられていない点などを

個別に書き出し共有した上で、コロナ禍と共存していく上での本質的な問題は何かを議論する。その上

で、感染症対策等の有識者からの意見を踏まえて、問題発見を行う。（PBLプラットフォームで共有する）

＜第３回＞　課題の抽出・設定

コロナ禍で命を守る医療、生活を守る医療や健康を増進・強化する生活を実現していくために、それ

ぞれの分野で対応していくべき課題の抽出を個別に書き出し共有した上で、チーム内で課題の洗い出し

を行い、複数の課題を設定する。
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（４）学生プロダクトの一部と成果

①　問題発見、問題整理の｢実体験を通じて興味がある社会問題（個人）」では、｢コロナ禍における障害

者雇用｣、｢新型インフルエンザ等対策特措置法と緊急事態宣言｣、｢SNSでのデマ横行」、「感染者数や、

ワクチンに対する報道の仕方」、「同調圧力」、「生活リズムの乱とメンタルヘルスへ及ぼす影響｣など

が話し合われ、グループでの｢コロナ禍で医療・健康生活を続ける上で重要な問題｣では、メディア、

心理、情報リテラシー、食、雇用などから幅広い問題を抽出した。

②　３回目の問題点の優先順位の決定、課題設定では、問題同士の関連図を作成⇒問の二次元展開図を

作成し、緊急度と重要度を考慮して対応する順番を決めた。

③　４回目の解決策の検討では、共通の課題「フレイルの予防に取り組む」について、予防策を考え・

実行することに、医学・歯学・栄養学・社会福祉学それぞれの視点を活かすこと、情報コミュニケー

ション学の学生が専門家に意見をうかがうとともに、それぞれの意見を総括し発信などを行った。

•
•
•

(PDF)

＜第４回＞　解決策の考察、構想とりまとめ

持続可能な生活を守る医療の在り方、健康生活を主体的に捉え維持・進展するための方策を個別に提

案させ、実現性の観点からチーム内で議論し、優先順位をつけて構想をとりまとめる。また、構想が進

んだ段階で、有識者、学生との意見交流を行い、助言を受ける。

＜第５回＞　構想レビュー、講評、振り返り

２チームが合流して解決策の構想を発表し、チーム全員でレビューを行うとともに､構想の内容につ

いて有識者から意見を求める。その結果を踏まえて学生一人ひとりから学修成果のポートフォリオを提

出させる。

（３）分野連携PBLのプラットフォーム

①　ICT学修支援システム

Googleドキュメント・スライド、Zoom、LINE、掲示板等で実施した。

②　学生用ガイド

学修の進め方・プロダクト作成・提出物と提出期限などを詳細に記述し、URLやQRコードからICT

学修支援システムにアクセス可能にし、クリックすると、該当する日の授業内容、ネット会議、教材

などを閲覧できるようにした。
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２．実験授業の成果
【学生アンケートの結果】

（※アンケートで「とてもそう思う」と回答した割合）

①　今回のPBLによって、学修意欲が高まった：７割

②　他のループメンバーとのディスカッションで、問題への興味がさらに深まった：８割

③　他学部（科）学生とディスカッションをしたことは、自分にとってよい刺激だ：10割

④　今回のPBLを通じて、コミュニケーションの重要性が理解できた：９割

⑤　他学部（科）学生は、今の自分にない専門的な知識を所有していた：10割

⑥　他学部（科）学生と協力して、グループプロダクトを作成することができた：９割

⑦　今回のPBLが終了して、充実した気持ちである：10割

【学生アンケートに寄せられた声：一部抜粋】

①　この経験は新鮮で、自分の専門外のこともたくさん知れて知識の幅が広がった。

②　コロナというテーマで、こんなに視点が違うとは思わなかったが、各分野の視点を生かして解決策を

検討することはとても有意義だった。

③　他分野の学生に、相手を考えてどう伝えるかに苦労したが、有意義であった。

④　自分の立ち位置と相手を考え、医療から行動経済学なども学ぶよう考えを改めた。

⑤　２グループが相互に刺激を与え、相互に確認して授業ができたことは有効だった。

３．改善すべき点
①　お互いの専門性を理解し、異分野でかかわりあって考えることを目指したが、専門性を相互に説明・

理解するための工夫が不足していた。

②　情報コミュニケーションと医療系の学生が自発的に自分たちだけで集まって話し合う機会や場所の不

足、学生が打ち解ける時間（アイスブレイキングなど）の工夫が不足していた。

③　問題の抽出では、答えのわかりそうなものを選定する傾向があり､なぜこの問題を抽出したのかの論

理的な説明が不足している。　

④　多方面から解決にアプローチする力と知識が不足している。

【実験授業の目的】
コロナ禍社会でのSDGsを考える観点から、複数大学のゼミナールと有識者を交え｢健康と福祉｣の提案について解

決案を議論し、発表・講評を通じてフォーラム型授業の有効性・課題を研究する。

【テーマ】
｢日本の健康と福祉｣をテーマに持続可能な新しい人間社会の営みの在り方、共生を議論する。

【チームの構成】
＊　神奈川大学（中村チーム）・・２年生各５名で５チームの25名
＊　神奈川大学（井上チーム）・・２年生２名１チーム、３・４年生７名で２チームの９名
＊　京都産業大学（高嶌チーム）・３年生３名と４年生１名で１チームの４名
＊　チームの紹介：参加学生のハンドル名を掲載

【実験授業で目指す能力】
＊　情報の収集と選別、根拠となるデータや情報を用いて問題発見ができる。
＊　多分野の意見を組み合わせて課題を設定し、解決策を提案できる。
（論理的思考力、批判的思考力、合理的判断力、発想力、創造力などの向上を目指す）

＊　議論・意見に筋道が通っており、分かりやすい表現ができる。

【実験授業の位置付け】
＊　授業の有効性を検証するため、チームに参加した学生一人ひとりから学修の成果について、ポートフォリオ
の作成を義務付ける。

【実験授業の形態・方法】
＊　電子掲示板を設けて、オンラインによる自己学修とチーム学修を行う。

２－２ 法政策系分野
実験授業は、SDGsや社会的な課題について、ネット上で複数大学のゼミナール、有識者を交えて法政策

等の観点から多分野で解決策を議論し、提案・発表するフォーラム型授業の有効性を検証するため、２大学

３チームで「コロナ時代とそれ以降の健康と福祉を考える－特に格差社会とはどのように変わるべきか、変
わったか」をテーマに、2021年10月26日から2022年１月８日にかけて８回行い、掲示板に７本のスレッ

ドを立てて考察を展開した。その中でチーム間および有識者を交えた顕著な学修成果が見られた２本のスレ

ッドを対象に報告する。
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＊　各チームの成果を掲示板に掲載・共有することで、学修領域の拡大を図る。問題の整理、課題の洗い出し、
解決案の意見交換、有識者・学生との意見交流、他チームによる意見交流の振り返りを行い、最終案をとりま
とめる。
＊　運営委員がコーディネータを務め、他の小委員会委員がファシリテータを行うことにした。

【実験授業の実施時期】
＊　中村チーム・・　10月26日〜１月８日の８コマ
＊　井上チーム・・　10月26日〜１月８日の８コマ
＊　高嶌チーム・・　10月26日から上記２チームの議論に参加
＊　授業コマ数は、チームにより事前準備を含め８回程度とする。
・１回　10月26日（オリエンテーション、フォーラム型授業の目的を説明）
・２回　11月２日（SDGsの課題認識）
・３回　11月９日（問題の発見・整理）、３チーム顔合わせ（昼休み30分）
・４回　11月16日（課題の洗い出し）
・５回　11月30日（課題の設定、有識者等との意見交流）
・６回　12月７日（解決案の考察、有識者等との意見交流）
・７回　12月14日（チーム間で解決案の中間発表・省察）
・８回　１月８日（解決案の最終発表・評価：自己評価・有識者評価）
令和４年１月８日合同発表会を13時から15時に実施する。また、チーム間で振り返りができるように12
月14日掲示板で中間レビューを掲載する。

【有識者等の意見交流】
廃棄物資源循環学会事務局の鍛冶美行氏、小豆島消費生活センター消費生活相談員の平林有里氏、沖縄大学経法
商学部の神澤真佑講師、早稲田大学政治経済学術院の縣公一郎教授５名程度とした。また、委員校の学生で課題に
興味・関心を抱く学生があれば、非同期で大学院生含めて意見・助言に参加できるようにする。

【授業の進め方】　
＊　授業担当教員から実験授業の趣旨、ICT活用した授業の進め方、掲示板等の学修プラットフォームの使用方
法、教員のファシリテータなど事前に理解を徹底する。また、参加学生一人ひとりに個人情報利用等の説明を
行い、必要な許諾手続きを行っておく。
＊　掲示板を用いてチーム内で意見の共有、知識の関連付けを行う。
＊　チーム内での議論が進んだ段階で、有識者、学生との意見交流を行い、助言を受ける。
＊　有識者、他チームが提示した意見を参考に振り返りを行い、最適と考える解決案を作成する。
＊　最終的にとりまとめた解決案をもとにプレゼンテーションを行い、有識者の意見・感想を受ける。
＊　学生一人ひとりから獲得できた成果を報告させるとともに、実験授業のプログラムや運営方法、学修支援体
制、ネット環境等について意見を求める。
＊　学生個人の到達度評価は、本協会で作成したルーブリックを活用する。チームの評価は、ポートフォリオを
提出させる。

【授業のプラットフォーム環境】
＊　学修プラットフォーム設置場所（掲示板URL、ネットの管理責任者）
＊　プラットフォームの名称・構成内容
・　名称：｢2021年法政策等フォーラム型学修プラットフォーム」
・　構成：掲示板、KJ法などのアプリを貼り付ける
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（１）　掲示板による意見交流

電子掲示板に７本のスレッドを開設した。中村ゼミ５本、井上ゼミ３本、髙嶌ゼミ１本に対する書き込
み総数は69であった。

＊　健康と福祉について解決すべき問題を検討する・・・（10件）
＊　健康と福祉について、とくにジェンダーの観点から・（11件）
＊　動物と人間の健康と格差社会について・・・・・・・（26件）
＊　沖縄と貧困問題 (地域的貧困を断ち切る－日本で最も

貧困を抱える沖縄を救う) ・・・・・（13件）
＊　日本の健康政策・・・・・・・・・・・・・・・・・（４件）
＊　日本の福祉政策・・・・・・・・・・・・・・・・・（２件）
＊　日本社会において残業をなくすには ・・・・・・・（３件）

①　沖縄と貧困問題の｢地域的貧困を断ち切る－日本で最も貧困を抱える沖縄を救う｣の検討では、沖縄在住
の有識者（沖縄大学講師、神澤真佑佳氏）と学生との間で有益な意見交換が行われた。有識者からは沖縄

県における生活コストの高さや本土との位置関係に係る輸送コストの問題など、学生が気づかないポイン

トについて，現地の視点から指摘がなされた。また，これに対して学生からもその指摘を踏まえた新たな

提案がなされ、それについても有識者から新たな情報が提供されるなど、学生と学外の有識者との議論が

成立した。この議論の成果は，学生による最終発表において十分に活かされ、最終発表における提案に深

みを与えたと評価できる。
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②　｢動物と人間の健康と格差社会について」の検討では、SDGsの15番「野生動物の保護、回復｣と関連させた

議論が精力的に行われた結果、全テーマの中で最も書き込み数が多く、学生と学外有識者との意見交換が

議論に厚みを与え、わが国の現状と法令の状況、裁判例、諸外国の法令と新しい動き等を把握した上で将

来の制度設計につながる共通認識が得られた。

なお、｢健康と福祉について、特にジェンダーの観点から」に現状の指摘と問題提起が行われたが、目立っ

た議論の成果は得られなかった。

（２）合同発表会

2022年１月８日13：00〜16：30にZoomミーティングにより、神奈川大学の中村ゼミと井上ゼミ、京

都産業大学の高嶌ゼミ、有識者として外部から３名（廃棄物資源循環学会事務局の鍛冶未凝視、小豆島消

費生活センター消費生活相談員の平林有里子氏、沖縄大学経法商学部の神澤真佑佳講師）と、委員会の早

稲田大学政治経済学術の縣公一郎教授１名の参加を得て、３ゼミナールの合同発表を行った。

発表は，井上ゼミ３チーム、中村ゼミ５チーム、高嶌ゼミは高嶌教授によるゼミ活動報告が順次なされ、

外部有識者からの質問や内部有識者による指導なども適宜行われた。

（３）実験授業の成果と課題

【成果】

①　各チームが問題を発見して取り組んだテーマが極めて多様で、かつ討論や検討も優れて学問的であ

った。SDGsの観点からの批判的検討が十分に行われており、いくつかのチームにおいては自分たち

の到達した結論に対する内省的な批判も見られ、深化した議論がなされた。

②　掲示板における学外有識者との議論が最終発表にうまく活かされていたことも特筆すべき点と言え

る。「地域的貧困を断ち切る－日本でもっとも貧困を抱える沖縄を救う」においては､当初学生の構想
は数行の文章に過ぎなかったが、最終的には詳細な図表や説明から構成された提案となった。

③　最終的なプレゼンテーション自体が十分に学術的な研究発表の域に達していたと評価できる。最も

短いもので11分、最も長いもので24分となっており、概ね発表内容自体よく練られており、ほとん

どのチームにおいて主張の骨子も明瞭であった。

【課題】

①　最終的なプレゼンテーションが相当に学術的となってきたことから，その論旨ないし発表自体の構

成もさらに学術的によりよいものとしたい。発表に際してきちんとリサーチクエスチョンを立て、問題

意識の起点とチームが到達した結論との間に明瞭な一本のストーリーを構築することを指導したい。

②　掲示板における学生と学外有識者との意見交換・議論をより活性化させる工夫が必要である。学生

に対して掲示板への記事投稿・議論についてどの程度積極的に取り組んだのか聴取りをした結果、

「どのタイミングで誰が記事の投稿をすべきか指示をして欲しかった」、「最初に投稿された記事が詳

細なのでそれ以上何を追加すれば分からなかった」、「テーマによってはオンラインでの教員や学外有

識者の的確な助言や情報の参照が少なかった」などの意見が判明した。

何かの指示を待つのではなく、自発的に議論を展開してもらう趣旨で掲示板を開設しているので、

そのことを理解させる必要があった。

（４）改善すべき点

①　教員による的確なアドバイスや情報の参照により議論が活性化することは、「動物の保護」、｢沖縄

の貧困問題｣をテーマにしたスレッドの議論が他と比較して際立って優れていたことからも裏付けら

れる。来年度は、教員及び学外協力者の専門分野も加味してテーマを選定するとともに、積極的に本

授業にコミットしていただける協力者をどのように確保するかが重要な課題である。

②　掲示板での書き込みによる意見交流には限界があるので、これまでの方針から話し合いを優先する

Zoomに転換する。また、学外有識者が積極的に関われるよう、テーマを限定（「ネット不正広告の影

響を考える」など）して専門的な知見を紹介できるようにする。例えば、有識者から最初にプレゼン

テーションを５分程度行い、問題を投げかけるなど、参加学生全員と顔合わせを行うなどの工夫が考

えられる。

③　テーマに沿って有識者がどのように参加するのか、ある程度議論のシナリオを考えて、議論の立て

方を委員会で考えておくようにする。その上で、参加学生全員でZoomを用いて理解の共有を徹底す

ることが必要となる。参加学生にとって、自分の考えを筋道立てて言えるような訓練につながるとい

う実験授業の目的意識を持たせられるよう、啓発ビデオによる工夫を考えることにした。
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